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ス テ ロ イ ド療法 と LDL 吸着療法が著効 したコ レステ ロ ール塞栓症の 1例

　　 帝 京 大 学 医 学 部 附 属病 院 腎セ ン ター

　　根本佳和、古西純子、久保英二 、冨丘聡、本間仁、太 田樹、柴田 茂、藤 垣 嘉秀、内田俊 也
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81歳の 男性。70 歳頃 COPD 、高血圧、脂質異常症、．1曼性 腎不 全 を指 摘 され た。3 か 月前に 肺 炎、　COPD 増悪 に て 他 院 に 入 院 した。狭 心

症状 も認 め CAG 施 行す る も有 意 狭 窄 は な か っ た。　Cr　3．O　rng ／dl程度 で あ っ た。退 院 後 1 か 月 以 内に 足趾 の 疼 痛 出現．呼 吸 困難に て 当院

に救急搬 送。大動 脈 弁閉鎖不全 に よ る心不 全 と診断され、利尿薬にて 軽
．
「夬した。入院時よ り右 4趾、左 5 趾 の 黒 色 化 と激 し い 疫痛を訴 え

た。両足底 に 網状 皮斑、好酸球増加、Cr　3．86　mg ／dlを認 め、足 趾 皮膚生検 で コ レス テ ロ
ー

ル 塞栓症 と診断 した。プ レ ドニ ン 30　mg ／ 日、
さらに LDL 吸着療 法を開始。足 趾の 疼 痛は速や か に消失 し、皮虐所 見の 改善 を認め た。治療開 始時 Cr　8．26　mg ／dlが 4週 後 4．5　mg ／dl と

下 降 した。治 療 開始後 6か 月の 現在 プ レ ドニ ン 10mgf 日に 減量 し、腎機 能 も安定 して い る 。 本例 は コ レ ス テ ロ ール 塞栓症に対 しス テ ロ

イ ドと LDL 吸着療法が足趾 に対 し著効 し、腎 機 能低 下 の 進展 抑制 も認め た。コ レ ス テ ロ
ール 塞栓症 に対 す る治療 法 は確 立 して い な い が、

本例 の よ うに LDL 吸 着療 法 の 効 果 が 認 め られ 例 もあ り、今後の さ ら なる 検討が必 要 と考えられ る。
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Acase 　of 　cholesterol 　crystal 　emboli 　successfully 　treated　with 　steroid 　therapy 　and 　LDL 　apheresis

therapy

　　 Kidney　Center，　Teikyo　University　Hospital

　　 Yoshikazu　Nemoto ，　junko　Furunishi，　Eiji　Kubo，　Satoru　Tomioka ，　Hi 亡oshi　Ho   a．　Tatsuru　Ohta，　Shige【u 　Shibata，　Yoshihidc　Fujigaki
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LDL 吸着を施行 したコ レス テ ロ
ール 結晶塞栓症 6 例の検討

　　島根大学　医学部　附 属 病院　腎 臓 内科
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【背景】

コ レ ス テ ロ
ー

ル結 晶 塞栓症 （CCE ）は カテ
ー

テ ル 操作 や抗凝固療法等 に よっ て、コ レ ス テ ロ
ー

ル 結 晶が 飛散し全 身の 末梢 血管が 閉塞 し発 症

する．治 療 と して は ス テ ロ イ ド薬や HMG −CQA 還 元 阻 害剤 、　 ARB 、　LDL 吸 着 な ど様 々 な もの が ある ．
【方法】

2009年 4 月 か ら 2014年 3 月 まで の 5 年間に 当院で LDL 吸 着 を施 行 した コ レ ス テ ロ
ー

ル 結晶塞栓症 6 例に つ い て 臨床経過、治療 内容、
検査デ ータ を比較検討 した．
【結果 】

症 例 は 5 例が 男性、1 例が 女性 で あ っ た ．平 均 年齢 は 73± 5．7歳、基 礎 疾 患 と して 慢 性 腎臓病が 4 例、ASO 、腹 部 大 動脈 瘤、糖 尿 病、脳

梗塞 が 各2 例、拡張型心筋症、狭 心 症 、家 族 性高 コ レス テ ロ
ー

ル 血 症、心房細動が各 1例 で あ っ た．全 例 に Blue　t。 e を認め た．血液検

査で は BUN 　48．2± 13．4　mg ／dL 、　 Crea　4．67 土 3．01　mg ／dL と 腎機 能障 害 を 認め、　 Eo　7．6 ± 5．6％ と好酸球が 増多 して い た．4症 例 で LDL 吸

着療法に 加え ス テ ロ イ ド投与 され、1例 で HMG −CoA 還 元阻害剤投与 され た，4 例で Btue　toe の 改善 を認 め、2症 例 は不 変で あ っ た．2
例 で 血液 透析 が施 行 され、うち 1例 は離脱で きた．
【結語】

コ レ ス テ ロ
ール 血 症 案栓 症 に対 して LDL 吸 着 は右 効で あ る こ とが 示唆 され る ．

LDL 　apheresis 　in　cholesterol 　crystal 　embolization 　patients ：6case 　reports
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